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みかんの機能性成分 

冬の定番の果物と言えばみかんが最初に浮かんでくると思います。 

平成 27 年 4 月より始まった機能性表示食品制度で生鮮食品として初めて申請が受理されたのは「三ヶ

日みかん」（温州みかん）で機能性関与成分は「β‐クリプトキサンチン」、その機能は「骨の健康に役立つ

こと」です。 

今回は、この温州ミカンの機能性関与成分である「β‐クリプトキサンチン」及びその他の機能性につい

てご紹介いたします。 

 

１．みかん（かんきつ類）の構造 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             日本食品成分表五訂増補より 

 

２．β‐クリプトキサンチンとは 

   カロテノイドと言われる黄色や赤色の色素の 1 つで、β‐カロテンに水酸基（OH）が 1 つ 

ついた形です。かんきつ類に多く含まれており、温州みかんには特に多く含まれています。 

 

 

 

 

 

               β‐クリプトキサンチンの構造式 
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     β-クリプトキサンチンは、プロビタミン A と言われるカロテノイドで、体内で必要に応じ 

    てビタミン A に変換されます。  

 

３．なぜ骨の健康に役立つの？ 

   三ヶ日みかんの機能性表示食品の申請資料には、次のように書かれています。 

 

β－クリプトキサンチンは、大腿骨組織培養系を用いた実験において、骨代謝マーカーであ 

るアルカリフォスファターゼの活性上昇作用や骨中のカルシウム含量を高めることで骨組織中 

のカルシウム量を有意に増加させ、骨石灰化を増進させることが明らかになっている。また、 

各種骨吸収促進因子による骨塩溶解（骨吸収）を抑制する作用のあることが明らかになっている。 

さらに、β－クリプトキサンチンは、骨芽細胞による骨形成に関与する各種タンパク分子 

（Runx2, α Icollagen, IGF-I 及び TGFβ1）の遺伝子発現を高めることで骨形成を促進する 

作用のあることが明らかになっている。 

 

   難しい内容ですね。簡単に言うと代謝による 

骨吸収よりも骨形成を促進させることで骨の健康 

に役立つとのことです。 

 

 

 

 

 

４．機能が得られるにはどれくらい食べないといけないの？ 

   三ヶ日みかんの機能性表示食品の申請資料には、1 日にβ－クリプトキサンチン 3 ㎎（みかん 

約 3 個分）を 7 週間程度続けることで有効な結果が得られていることが記載されています。 
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５．みかんにはβ‐クリプトキサンチンがどれくらい含まているの？ 

    カンキツ類で比較してみると、みかんには多くのβ‐クリプトキサンチンが含まれており、 

特に温州みかん（赤で囲んだ部分）に多いことがわかります。 

 フラベドとは、果皮の外果皮（黄色の部分）を指します。それに対して内果皮（白い部分） 

はアルベドといいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カンキツのフラベドおよび果汁に含まれる β-クリプトキサンチン含量の品種間差異 

園芸学会雑誌,67(別 2), 108,1998.より 

 

  



       
トピックス    2015.12.25 

みかんの機能性成分 4/4 
 

 

６．β‐クリプトキサンチン以外の機能性成分 

   みかんには、様々な成分が含まれており次のような機能があると言われています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  静岡県農林技術研究所果樹研究センター 果物の話題より 

                  （ http://www.kajuken-shizuoka.jp/wadai.html ） 

   

７．最後に 

    健康を維持していくには、バランスのとれた食事をとることが基本ですが、なかなか難しい 

   と思います。 

現在は、特定保健用食品.、栄養機能食品、 機能性表示食品等で機能性が表示された食品が多 

    く販売されています。このような食品をうまく取り入れて、食生活の改善のきっかけとなるよう 

    にしていただければと思います。 

  

  

  

効 能 ミカンの中の成分 

発ガン抑制効果 
β－クリプトキサンチン、オーラプテン、リモネン、ノミリン、 

ビタミンＣ 

老化予防 
ビタミンＡ、ビタミンＣ、ビタミンＥ、β－カロチン、 

ヘスペリジン、ナリンジン、ミネラル類 

風邪の予防 
シネフリン、ビタミンＣ、ビタミンＡ、フラボノイド化合物 

（ヘスペリジン） 

消化機能調整 ペクチン、セルロース 

高血圧抑制 カリウム 

美肌効果 ビタミンＣ、クエン酸、ペクチン 

精神安定作用 テルペノイド（香り成分） 

脳卒中予防 ヘスペリジン 

壊血病防止 ビタミンＣ、ヘスペリジン 

カルシウム吸収促進 クエン酸 

http://www.kajuken-shizuoka.jp/wadai.html

